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平成26年 (2014年)7月

献田県特目」識培晨産物認証

う
ち
し

ろ
き

ん

内
城
菌
パ
ワ
ー
で

こ
だ
わ
り

の

有
機
米

『ア
キ
タ
コ
マ
チ
』

安
全

・
安
心

食
感
が
自
慢

た
だ
今
、
早
苗
は

ふ
る
さ
と
の
田
圃
で

元
気
に

生
育
中
で
す
。

＊
内
城
菌
農
法

画
期
的
な
パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る
内
城
菌
は
、

従
来
厄
介
者
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た
食
物
、

魚
肉
、
野
菜
等
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
を
、
有
機

肥
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。
こ
れ
で

土
壌
は
生
ま
れ
変
わ
り
、
植
物
は
栄
養
分
を

吸
収
し
易
く
な
り
、
こ
こ
に
有
機
肥
料
に
よ

る

「内
城
菌
農
法
」
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

生
産
者
佐
藤
久
男
氏
の
こ
だ
わ
り
は
、
こ

の
肥
料
を
使

っ
て
生
産
す
る
安
全

・
安
心
の

有
機
米

『
ア
キ
タ
コ
マ
チ
』
で
す
。

一一一一一一〓
一一一一一一́

， 一一一一一一一一一一一一一一

一一一一一一一一一一一一一一一

一一， 一一一一一〓一一一一一

ご注文Fax番号⇒ 0187-62-5614
特別栽培こだわり米 5k,4撻 10 kg,撻 30 kg4撻

①減農薬 化学肥料不使用
(内城菌有機肥料のみ散布土壌 )

3,000円

(    個)

5,000円

(    個)

13,000円

(    個)

送料ご負担分 1袋 200円 1袋 200円 1袋 500円

②減農薬 化学肥料40%使用
(内城菌有機肥料+化学肥料散布土壌)

2,300円

(    個)

3,800円

(    個)

10,000円

(    イ固)

送料ご負担分 1袋 200円 1袋 200円 1袋 500円

ご注文合計数 ( 個 ) ( 個 ) ( 個 )

品物 +送料合計 円 円 円

ご住所⇒ 〒

お名前⇒

電 話⇒

◆ご承知のように配送料が高騰し、ご購入者にその一部をご負担願わなければならなくなりました。
残念です。今後も可能な限り切り詰める努力を致します。なお有機米「こだわり米のアキタコマチJ

は、生産量に限りがございます。売切れの節はご容赦くださいますようお願い申し上げます。

〒014¨0103秋田県大仙市高関上郷字高屋敷42 生産・販売者 佐藤 久男
津葬活0187(66)1702   Fax01 8 7(62)5614
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『お、るさと大曲』第17号

大
仙
市
に
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局

―
　
首
都
圏
で
も
聴
取
可
能

平
成
２７
年
８
月
の
開
局
を

目
指
し
、
大
仙
市
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ
放
送
は
、
地
域
に
密

着
し
た
情
報
を
中
心
に
、
大
仙
市
の
今
を
伝
え
る
と
と
も
に

災
害
時
に
は
、
安
全
安
心
に
つ
な
が
る
情
報
を
的
確
に
伝
え

ま
す
。
地
域
外
、
例
え
ば
東
京
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な
ど
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
本
放
送
の
開
始
は
大
曲
駅
前
の
南
街
区
完
成
に
合
わ

せ
、
ス
タ
ジ
オ
は
健
康
福
祉
棟
の
１
階
に
入
り
ま
す
。
運
営

主
体
は

（株
）
Ｔ
Ｍ
Ｏ
が
担
当
し
ま
す
。

大
仙
市
ふ
る
さ
と
物
産
フ
ェ
ア
２
０
１
４

ｉｎ
有
楽
町

１
　
１０
月
１８
日

・
１９
日
　
東
京
交
通
会
館
ｌ
Ｆ
で

昨
年
Ｈ
月
に
開
催
し
て
大
好
評
を
得
た
大
仙
市
の

「
ふ
る

さ
と
フ
ェ
ア
２
０
１
３
」
。
今
年
も
特
産
品
や
農
産
品

。
大

仙
市
の
ご
当
地
グ
ル
メ

・
観
光

情
報
な
ど
、
大
仙
市
の
魅
力
を

い
っ
ぱ

い
に
つ
め
こ
ん
で
や

っ
　
　
　
´

て
来
ま
す
。

大
仙
市
は
８
つ
の
市
町
村
が

一
緒
に
な

っ
て
平
成
１７
年
に
誕

生
し
ま
し
た
。
今
年

の

「
ふ
る

さ
と
物
産
フ
エ
ア
」
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
、
懐
か
し

い
、
特
徴

の
あ
る
物
産
を
持
ち

込
み
ま
す
。
大
仙
市
内

の
蔵
元

９
社
の
お
酒
は
勿
論
、
イ
ブ
リ

ガ
ッ
コ
な
ど
の
漬
物
、
野
菜
や

　

・

大
福
、
ジ
ャ
ム
、
き
り
た
ん
ぽ
、
　

一

豆
腐
カ
ス
テ
ラ
、
味
噌
な
ど
盛

　

一

り
沢
山
の
品
揃
え
で
す
。

ふるさとの話題

あれこれ

光

首
都
圏
大
曲
貪

覇

『
ふ

る

さ

と

大

曲

』

第
１７
号

目

　

次

第
５
回
　
東
京
で

【わ
が
青
春
】
大
山

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

◇
大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

ー
　
都
市
機
能
を
集
積
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
大
山
の
中
心
市
街
地

ロ

エ
ッ
セ
ー

「青
田
に
風
わ
た
る
季
節
」

私
も
半
分
は
大
山
の
人
…
？
相
馬
幸
則
　
【の
び
の
び
ラ
ン
ド
】
１０
周
年
を
迎
え
て
辻
　
卓
也
　
心
洗
わ
れ
た
旅

大
釜
茂
環
　
６

「大
山
の
花
火
」
を
観
て
み
ん
な
で
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会

。
。
そ
し
て
東
京

　

一局
階
光
義
さ
ん
の
映
像
記
録
も
上
映

故
郷
が
い
き

い
き
輝
く
力
に
な
る
―

大
仙
市
観
光
Ｐ
Ｒ
映
像
制
作
等
動
き
出
す

，

″

【六
仙
市
て
活
躍
す
る
企
業
議
間
シ
リ
ー
ズ
⑦
】

環
境
活
動
に
取
り
組
む
　
セ
イ

コ
ー
イ

ン
ス
ツ
ル
株
式
会
社
　
秋
田
事
業
所

大
仙
市
か
ら
半
導
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
世
界
レ
ベ
ル
の
企
業
を
目
指
す

14

□
国
民
文
化
祭

。
あ
き
た
２
０
１
４

18

大
仙
市
主
催
事
業
　
①
旧
池
田
氏
庭
園
　
秋
の
園
遊
会
　
②
囲
碁
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
４

ｉｎ
大
仙

③
秋
田
の
美
×
写
真
の
力

■
平
成
２６
年
度
　
大
仙
市
首
都
圏
ふ
る
さ
と
会
懇
話
会
　
数
ぢ

ぽ
い
意
見
の
交
換

《
カ
メ
ラ
紀
行
》
こ
の
静
訛
な
る
冬
山
の
気
高
さ
よ

―

美
ヶ
原
最
高
峰

「
王
ヶ
頭
」
か
ら

―

。
内
小
友
出
身
の
新
人
シ
ン
ガ
ー
　
結
香
さ
ん
　
２３
　
　
　
夏
の
民
謡
ま
つ
り
　
２７

斉
藤
　
貞
助

・
張
り
切
っ
て
ま
～
す
　
〈大
曲
出
身
の
芸
能
人
た
ち
〉
落
語
　
一二
遊
亭
遊
里
　
　
津
軽
三
味
線
　
畠
山
　
光
洋

。
会
員
の
ひ
ろ
ば
　
俳
句

「春
め
き
て
」
朱
華
　
作
詞

「
マ
グ
ロ
番
外
地
」
黒
皮
　
羽
生
　
２６
　
　
編
集
後
記

27 27

1024  19

―

第
８８
回
全
国
花
火
競
技
大
会

創
造
花
火
　
半
世
紀
を
偲
ん
で

「大
曲
の
花
火
」

全
国
花
火
並肌
技
大
会
副
実
行
委
員
長

賢
木
　
新
悦
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大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー

都市機能を集積、生まれ変わつた大曲の中心市街地
医療、福祉、健康、交通の新たな拠点として

大
仙
市
の
玄
関
口
と
し
て
、

ま
た
大
仙
市
の
顔
と
も
言
え
る

大
曲
駅
周
辺
、
構
想
策
定
か
ら

ほ
ぼ
４
年
の
歳
月
で
北
街
区
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
の
ス

ピ
ー
ド
は
、
関
係
者

の
努
力
、

市
民
の
協
力
が
す
べ
て
を
物
語

る
も
の
で
し
た
。

こ
こ
は
大
仙
市
医
療
の
中
核

と
な
る

「大
曲
厚
生
医
療
セ
ン

タ
ー
」
を
中
心
に
、
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
や
高
齢
者
福
祉
施
設
、

病
院
来
訪
者
や
住
民
の
利
便
性

向
上
に
配
慮
さ
れ
た
複
合
施
設

な
ど
を
配
置
し
、
近
代
都
市
機

能
が
集
積
し
た
拠
点
で
す
。

北街区の概要

施設名
大曲厚生

医療センター
ｅ

ｎｂｅ効
Ａ ショートスティ

「やすらぎ」
大山

ノヽスターミナル

施設概要 総合病院
飲食、多目的
スペース他

短期入所
生活介護施設

バスターミナル

待合所他

延べ床面積 3412299雨 1,69593雨 2.28717M 54400m

階数
地下 1階
地上 8階建

地上 2階建 地上 4階建 地上 1階建

高さ 4115m 965m 1565m 785m

敷地面積 125 90雨
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警磯鷲

難猿   鶴脩

誕1生■ 設備の地域中核総合病院が誕生しました:

1階 (2階が外来 術室

器

病
院
や
駅
へ
の
動
線
を
考
慮
し
た
設
計

３
つ
の
乗
り
場
と
降
車
用
ホ
ー
ム
が
あ
り
、
羽
後

交
通
の
Ｈ
路
線
と
市
循
環
バ
ス
が
発
着
。
１
階
は
バ

ス
待
合
室
。
定
期
券

や
回
数
券
売
り
場
も
。

羽
後
交
通
営
業
所

や

佐
野
薬
局
駅
前
店
が

入

っ
て

い
る
。

バ

ス

待
合
室
利
用
時
間
は
、

午
前

５
時

４０
分
～
午

後
９
時
４５
分
．

退
院
か
ら
在
宅
ヘ
ス
ム
ー
ズ
な
移
行

４
人
居
室
が
２
部
屋
、
２
人
居
室
が
１
部
屋
、

人
居
室
が
３０
部
屋
の
合
計
３３
部
屋
。
定
員
４０
人
。

院
し
て
自
宅

に
帰

る

ま

で
自
立
支
援
が
必

要
な
患
者
を
受
け
入

れ
る
。

１
階
は
地
域

の
方

々

と

交

流

で

き

る
ホ
ー
ル
や
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
。
屋
上

に

は
「
リ
ハ
ビ
リ
農
園
」
。

レナヽヽ
ヽ一タス、ヾ曲大

父

』辱言
]i5

0:コ光動

Anbee大曲

(市民交流活動の拠点)

食 繋 セ た 用 時 電 物

ショートスティやすらぎ

退 1
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■
エ
ツ
セ
ー

青
田
に

風
わ
た
る
季
節

山
の
上
に
ひ
ょ
っ
こ
り

顔
を
出
し
た
入
道
雲
が
、

水
の
張
ら
れ
た
青
田
に
映

っ
て
静
か
だ
。
風
が
吹
い

て
、
優
し
く
早
苗
を
撫
で

て
い
く
初
夏
の
大
曲
。

私
も
半
分
は

大
曲
の
人
？
…

相

馬

幸

則

（大
仙
市
企
画
部
次
長

兼
総
合
政
策
課
長
）

昨
年
は
大
仙
市
初

の
首
都
圏
で

の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

「
秋
田
県
大
仙

市
ふ
る
さ
と

フ

ェ
ア
２
０
１
３
」

の
開
催
に
あ
た
り
、
首
都
圏
大
曲

会
の
皆
様
か
ら
の
多
大
な
る
ご
支

援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
好

天
に
も
恵
ま
れ
、
非
常
に
多
く
の

方
が
民
謡
や
踊
り
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
鑑
賞
し
、

納
豆
汁
に
舌
鼓
を
打
ち
、
お
酒
や

農
産
物
な
ど
の
名
産
品
を
手
に
会

今
も
む
か
し
も
大
曲
の
シ
ン
ボ
ル

【の
び
の
び
ラ
ン
ド
】

１０
周
年
を
迎
え
て

辻

　

卓
　
也

翁
土
屋
館
通
信
」
主
宰
）

五
月
十
日
、
花
火
通
り
商
店
街

の
憩
い
の
場
所

【
の
び
の
び
ラ
ン

ド
】
１０
周
年
記
念
式
典
が
無
事
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
商
店
主
の
皆

さ
ん
、
青
年
部
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ

ん
か
ら
沢
山
の
昼
食

・
飲
み
物
の

差
し
入
れ
応
援
を
い
た
だ
き
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。
お
陰
様
で
こ
の
１０
年
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
運
営

に
尽
く
し
て
く
だ
さ

つ
た
お
婆

ち
ゃ
ん
た
ち
に
、
心
か
ら
の
感
謝

を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

当
日
は
、
栗
林
大
仙
市
長
を
は

じ
め
、
沢
山
の
来
賓
の
方
々
に
も

出
席
い
た
だ
き
、
こ
の
１０
年
間
の

様
々
な
活
動
を
知

っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
１０
年
前
の
開
設
時
に
、
大

山
商
工
会
議
所
の
会
頭
だ

っ
た
タ

カ
ヤ
ナ
ギ
の
、
高
柳
恭
侑
会
長
の

挨
拶
は
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

そ
の
中
の

〓
言
。

「
１０
年
前
の

【
の
び
の
び
ラ
ン

ド
】
立
ち
上
げ
の
際
、
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
の
中
に
は
男
性
メ
ン
バ
ー
も
多

数
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
ほ
と
ん

ど
い
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

逆
に
奥
さ
ん
た
ち
は
、

１０
年
も

の
年
月
を
継
続
し
続
け
、
商
店
街

を
は
じ
め
様
々
な
団
体
と
連
携
し

て
、
様
々
な
愉
し
い
催
し
を
企
画

し
、
し
か
も
と
て
も
盛
り
上
が

っ

て
い
る
こ
と
を
本
当
に
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

し
か
し
、　
一
方
で
奥
さ
ん
た
ち

が
こ
れ
ほ
ど
街
の
た
め
に
、
辛
抱

強
く
、
現
場
で
頑
張

つ
て
く
れ
て

い
る
中
で
、
お
父
さ
ん
た
ち

（旦

那
さ
ん
た
ち
）
は
何
を
し
て
い
る

ん
で
し
ょ
う
？
　
も

っ
と
お
父
さ

ん
た
ち
も
、
地
域
の
た
め
に
、
現

場
で
汗
し
な
き
ゃ
な
り
ま
せ
ん
」

ま

っ
た
く
も

っ
て
、
激
し
く
同

感
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
は
他
人
の
た
め

に
成
す
こ
と
で
は
無
く
、
己
の
た

め
に
成
す
こ
と
で
す
。

誰
か
か
ら
の
見
返
り
を
得
る
た

め
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
己
の

満
足
感
や
達
成
感
、
想
い
の
実
現

の
た
め
に
す
る
こ
と
が
修
行
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
自
身
が
成
長

す
る
こ
と
が
出
来
る
、
徳
を
得
た

と
感
じ
ら
れ
る
も
の
だ
と
、
仏
教

の
先
達
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
徳
は
、
た
と
え
自

分
に
返

っ
て
こ
な
く
て
も
、
自
分

の
子
や
孫
な
ど
子
孫
に
返

っ
て
き

て
く
れ
れ
ば
十
分
だ
と
考
え
る
こ

と
だ
と
い
う
の
で
す
。

丸
子
橋
か
ら
西
山

ｏ
姫
神
山
の
眺
め
。

場
を
後
に
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

さ
て
、
近
年
の
大
曲
地
域
、
ひ

い
て
は
大
仙
市
全
域
の
大
き
な
関

心
事
で
あ
り
ま
す
市
街
地
再
開
発

事
業
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、

北
街
区
が
完
成
し
、
仙
北
組
合
総

合
病
院
改
め
大
曲
厚
生
医
療
セ
ン

タ
ー
が
５
月
に
開
院
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
他
に
も
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
や
高
齢
者
福
祉
施
設
、
複
合
商

業
棟
が
あ
り
、
来
年
度
完
成
す
る

南
街
区
と
併
せ
て
市
街
地
活
性
化

の
新
た
な
主
役
と
し
て
大
き
な
役

割
を
担

っ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待

を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
当
地

区
の
愛
称
は
公
募
に
よ
り

「
ヒ
カ

リ
オ
」
と
な
り
ま
し
た
。
花
火
が

上
空
で
は
じ
け
、
光
の
尾
が
広
が

る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
、

中
心
か
ら
外
に
広
が
っ
て
い
く
姿

を
、
当
地
区
か
ら
活
性
化
の
輪
が

広
が
っ
て
い
く
様
子
に
重
ね
た
も

の
で
す
。

と
き
に
私
は
南
外

（南
楢
岡
）

生
ま
れ
、
南
外
育
ち
で
す
が
、
父

は
内
小
友
で
妻
も
大
曲
街
部
出
身

で
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

「大

曲
の
街
さ
行
ぐ
」
と
言

っ
て
よ
く

足
を
延
ば
し
て
お
り
ま
し
た
し
、

合
併
か
ら
現
在
ま
で
大
山
勤
務
で

す
の
で
「半
分
大
曲
の
人
」
と
言

っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
休

日
に
は
歩
行
者
天
国
に
な
る
駅
前

商
店
街
の
人
通
り
や
、
月
岡
劇
場

の
活
気
あ
ふ
れ
る
呼
び
込
み
、
羽

後
交
通
の
バ
ス
を
待

っ
て
い
る
間

に
食
べ
た
大
学
芋
の
味
な
ど
、

４０

年
以
上
前
の
こ
と
が
昨
日
の
こ
と

の
よ
う
に
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
新
し
い
建
物
や
道
路
な

ど
、
特
に
大
曲
駅
周
辺
は
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
ド

イ
ツ
の
建
築
家
ブ
ル
ー
ノ

。
タ
ウ

ト
が
絶
賛
し
た
丸
子
橋
か
ら
姫
神

山
を
望
む
景
色
は
、
両
岸
の
建
物

こ
そ
変
わ

っ
た
も
の
の
、
往
時
の

大
曲
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
来
年
は

大
仙
市
誕
生
か
ら
１０
周
年

の
節
目

の
年
で
あ
り
ま
す
。

ふ
る
　
　
　
　
た
ず

「
故
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知

る
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
、
こ
れ

ま
で
の
大
仙
市
、
大
曲
の
歴
史
や

経
験
を
糧
と
し
な
が
ら
も
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
事
情
に
応
じ
た
施
策

を
積
極
的
に
講
じ
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
首
都
圏
大
曲
会
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
首
都

圏
大
曲
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。
　

（六
月
二
日
記
）
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【の
び
の
び
ラ
ン
ド
】
で
会
い
ま
し
ょ
う
。

あ
る
ラ
ジ
オ
番
組
で
歌
手
の
松

山
千
春
さ
ん
が
語

っ
た
言
葉
に
、

各
界
か
ら
賞
賛
の
声
が
上
が

っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

「
今
の
人
達
は

【見
返
り
】
を

求
め
す
ぎ
て
い
る
。
見
返
り
を
求

め
る
か
ら
辛
く
な
る
ん
だ
。
見
返

り
を
求
め
な
け
れ
ば
も

つ
と
楽
に

生
き
ら
れ
る
は
ず
」

思
う
ほ
ど
の
見
返
り
が
得
ら
れ

な
け
れ
ば
、
人
に
は
恨
み
辛
み
が

生
じ
ま
す
。
人
の
こ
と
を
羨
ん
だ

り
、
悪
く
言

っ
た
り
す
る
こ
と
に

も
繋
が
る
で
し
ょ
う
。

【見
返
り
を
求
め
な
い
】
こ
と
は

と
て
も
難
し
い
こ
と
で
あ
り
、
見

返
り
を
１
０
０
％
考
え
な
い
行
動

な
ど
、
人
間
は
な
か
な
か
出
来
な

い
も
の
で
す
。
し
か
し
常
に
意
識

し
続
け
、
戒
め
を
持

つ
と
共
に
、

【公
】
と

【私
】
を
し

っ
か
り
と

区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た

ち
が
出
来
る
こ
と
も
少
し
ず

つ
増

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
さ
に

【無
私
の
心
】
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
考
え

る
と
き
、
そ
の
根
本
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
常
に
手
元
に
置
い
て
、
自

ら
の
戒
め
と
し
て
読
ん
で
お
き
た

い
本
を
二
冊
ご
紹
介
し
ま
す
。

【無
私
の
日
本
人
】

磯
田
道
史
著
　
文
芸
春
秋
社
刊

【逝
き
し
世
の
面
影
】

渡
辺
京
二
著
　
平
几
社
文
庫

翁
土
屋
館
通
信
」
４
７
２
号
よ
り
）

新
し
い
企
画
で
新
し
い
盛
り
上
が
り

心
洗
わ
れ
た
旅

妙
乃
湯
と
都
わ
す
れ

大
　
釜
　
茂
　
環

（首
都
圏
大
曲
会
会
長
）

三
月
、
冬
の
名
残
り
を
ま
だ
少

し
感
じ
る
乳
頭
温
泉

「
妙
乃
湯
」

と
、
夏
瀬
温
泉

「都
わ
す
れ
」
に

そ
れ
ぞ
れ

一
泊
し
た
。

は
じ
め
て
乳
頭
に
登

っ
た
の
は

高
校
生
の
頃
だ

っ
た
が
、
親
父
と

弟
が

一
緒
で
、
生
保
内
駅
か
ら
草

深
い
山
道
を
歩
き

「黒
湯
」
に
泊

ま

っ
た
記
憶
が
あ
る
。
当
時
は
ひ

な
び
た
湯
治
場
で
庶
民
的
、
自
炊

の
飯
金
め
し
を
鮭
の
缶
詰
で
食
べ

た
が
あ
れ
は
旨
か

つ
た
。

今
は
舗
装
さ
れ
た
道
路
を
路
線

バ
ス
が
走
り
、
妙
乃
湯
の
玄
関
先

が
停
留
所
。
歩
く
と
も
な
く
、
い

つ
の
間
に
か
到
着
し
た
。

田
沢
湖
駅
を
出
た
バ
ス
は
田
沢

湖
の
白
浜
を
経
由
し
て
乳
頭
温
泉

を
目
指
す
。
登
る
に
つ
れ
て
道
の

両
側
は
高
い
雪
の
壁
だ
。
ブ
ナ
や

楢
な
ど
、
林
の
中
に
は
ま
だ
雪
が

残
り
、
し
じ
ま
を
破

っ
て
甲
高
く

鳥
の
声
が
響
く
。
延
々
と
続
く
林

を
抜
け
る
と
雪
の
壁
は
ま
す
ま
す

高
く
、
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
に
続
く
。

壁
を
抜
け
る
と
明
る
い
春
の
光

は
雪
原
を
照
ら
し
、
遥
か
な
高
さ

に
、
雪
の
秋
田
駒
が
眩
し
い
。
大

曲
か
ら
仙
北
平
野
越
し
に
望
む
こ

の
山
は
、
奥
羽
山
脈
の
峰
々
を
己

の
家
来
の
如
く
に
従
え
て
、
ど

っ

し
り
と
腰
を
下
ろ
し
、
た
く
ま
し

い
稜
線
は
分
厚
い
男
の
胸
板
を
思

わ
せ
る
。
し
か
し
バ
ス
の
窓
か
ら

仰
ぎ
見
る
そ
の
姿
は
華
麗
で
、
自

絹
で
身
を
包
む
貴
婦
人
そ
の
も
の

の
姿
だ
。

こ
の
時
期

の
妙
乃
湯

は
、
清
楚
で
明
る
く
女
性
的
。
情

感
豊
か
な
、
出
で
湯
の
宿
そ
の
も

の
だ

っ
た
。

東
北
の
名
湯
と
し
て

「都
わ
す

れ
」
は
東
京
で
も
知
ら
れ
る
。
先

日
、
退
職
後
の
楽
し
み
が
温
泉
め

ぐ
り
と
言
う
人
と
話
し
た
が
、
今

一
番
行

っ
て
み
た
い
温
泉
は
秋
田

の

「都
わ
す
れ
」
だ
と
言
う
。
話

し
は
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
。

妙
乃
湯
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
ま

だ
雪
の
残
る
木
立
の
道
を
車
に
揺

ら
れ
な
が
ら
分
け
入
る
と
、
眼
下

に
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
建
物
が

見
え
て
来
た
。
冬
の
眠
り
か
ら
覚

め
や
ら
ぬ
木
々
の
間
に
、
真

っ
青

な
湖
や
渓
流
が
見
え
隠
れ
す
る
。

黒
塀
に
包
ま
れ
た
し

つ
と
り
し

た
件
ま
い
。
さ
え
ず
る
鳥
の
声
以

外
は
ま
る
で
周
囲
に
吸
い
込
ま
れ

そ
う
な
静
け
さ
だ
。
広
い
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
フ
ロ
ア
、
一象
華
な
ロ
ビ
ー
．

身
ご
な
し
軽
く
動
く
従
業
員

一

人
ひ
と
り
に
、
佐
藤
京
子
女
将
の

温
泉
宿
経
営

の
理
念
が
行
き
渡

り
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま

「都
わ
す

れ
」
の
主
張
に
な

っ
て
い
る
。

静
か
さ
も
売
り
の

一
つ
だ
ろ
う
。

も
う
二
、
〓
一日
経

っ
た
ら
木
々
の

芽
が
萌
え
出
る
音
す
ら
聞
こ
え
て

来
そ
う
だ
。
夏
に
は
葉
ず
れ
の
音

も
、
秋
と
も
な
れ
ば
傍
い
枯
葉
の

舞
い
散
る
音
に
変
わ

っ
て
、
静
け

さ
は

一
層
募
る
だ
ろ
う
。

広

い
露
天
風
呂
に
た
だ

一
人
、

の
ん
び
り
手
足
を
伸
ば
せ
ば
、
文

字
通
り
都
忘
れ
の
贅
沢
を
、
存
分

に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

（三
月
二
十
九
日
記
）
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お
酒
を
注
ぐ
時
に
聞
こ
ん
で
鸞
「こ
ぼ
〉

と
い
う
ま
も
、
よ
り

一
層
お
酒
を
お
い

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
軽
快
な
口
当
た
り

と
爽
快
感
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

未
成
年
者
の
方
に
は
お
酒
を
お
販
売
し
ま
せ
ん
。

条
Ｉ
ｗ

ｍ
厄
購
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この夏 第88回全国花火競技大会

∴山の花火

創造花火 半世紀を偲んで

賢 木 新 悦

(全国花火競技大会副実行委員長)

中
興
の
祖
　
佐
藤
勲
氏

花
火
は
特
別
好
き
で
も
な
く

ズ
ブ
の
素
人
だ

っ
た

創
造
花
火
の
考
案
者
で

「大
曲
の

花
火
」
中
興
の
祖
で
あ
る
佐
藤
勲
氏

は
、
奇
し
く
も
現
在
の
大
会
の
前
身

で
あ
る

「奥
羽
６
県
煙
火
共
進
会
」

が
始
ま

っ
た
明
治
４３
年
（１
９
１
０
）、

大
曲
に
生
を
う
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、

昭
和
３２
年
に
組
織
の
役
員
に
就
い
た

当
時
は
、
寄
付
金
が
集
ま
ら
ず
大
会

運
営
が
大
変
な
時
代
で
し
た
。

新
し
い
花
火
の
開
発

花
火
を
造
る
人
を
買

っ
て
い
る

花
火
は
円
く
な
く
て
い
い

そ
ん
な
中
に
佐
藤
勲
氏
が
始
め
た

の
は
、
ま
ず
は
花
火
師
を
知
り
、
仲

良
く
な
る
事
で
あ

っ
た
。

そ
し
て

「私
は
よ
く
花
火
の
見
学

者
に
、
貴
方
が
た
は
花
火
の
玉
を

買
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
私
は
花
火
を

造
る
人
を
買
っ
て
い
る
」

し
か
し
大
山
の
花
火
を
取
り
巻
く

環
境
は
悪
化
。
横
手
市
、
旧
本
荘
市
、

能
代
市
に
お
い
て
も
全
国
花
火
競
技

大
会
が
開
催
さ
れ
観
客
動
員
は
激
減

す
る
。
そ
こ
で
そ
の
対
策
を
、
新
し

い
花
火
の
開
発
と
通
産
大
臣
賞
に
絞

り
ま
す
。

主石
圭
日
の

「↓
目
∪
　
〓
＞
Ｚ
＞
ω
Ｌ

で
佐
藤
勲
氏
は

「
或
る
日
突
然
に
、

私
は
花
火
工
場
を
見
学
に
行
っ
て
新

し
い
花
火
の
ヒ
ン
ト
に
恵
ま
れ
た
の

で
あ
る
。
花
火
工
場
の
密
室
で
は
ベ

テ
ラ
ン
の
職
人
が
割
物
十
号
の
花
火

を
製
作
中
で
し
た
。

丸
い
殻
の
中
に
、
星

（火
薬
の
丸

め
た
も
の
）
を
真
剣
な
目
つ
き
で
丁

寧
に
並
べ
る
作
業
を
見
て
、
何
か
反

抗
心
み
た
い
な
も
の
が
湧
い
て
き
ま

し
た
。
あ
の
丸
い
殻
を
突
き
破

っ
た

ら
、
さ
ぞ
清
々
す
る
だ
ろ
う
と
思
っ

た
の
が
、
新
し
い
花
火
の
構
想
が
ま

と
ま
る
原
因
で
し
た
。
そ
し
て
次
の

よ
う
な
定
義
も
で
き
た
の
で
す
。

１
．
花
火
は
円
く
な
く
て
も
い
い
。

三
角
で
も
四
角
で
も
形
に
は
こ
だ

わ
ら
な
い

（円
の
破
壊
で
あ
る
）

２
．
複
雑
な
配
色
を
避
け
て
、
単
色

化
せ
よ

３
．
花
火
の
筒
の
大
、
小
の
合
わ
せ

に
よ
り
、
リ
ズ
ム
感
と
立
体
感
を

狙
え
」

創
造
花
火
が
始
ま

っ
た
翌
年
に
通

産
大
臣
賞
が
授
け
ら
れ
ま
す
。

「大
山
の
花
火
」

海
外
に

ベ
ル
リ
ン
の
空
に
は
壁
が
な
い
。

西
の
人
も
束
の
人
も
…

昭
和
５４
年

（１
９
７
９
）
佐
藤
勲

氏
に
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
が
廻

っ
て
き

ま
す
。
元
市
長
の
最
上
源
之
助
氏
が

ド
イ
ツ
の
ボ
ン
市
で
大
曲
の
花
火
打

ち
上
げ
依
頼
を
受
け
た
の
で
す
。

佐
藤
勲
氏
は
、
創
造
花
火
ス
タ
ー

ト
か
ら
１５
年
、
次
な
る
戦
略
を
考
え

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
海
外
で
の

大
曲
の
花
火
打
ち
上
げ
に
絶
好
の
機

会

で
し
た
。
ボ
ン
市

で
、
初

の
海

外
打
ち
上
げ
大
成
功
。
４
年
後

の

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
市
、
そ
し
て
昭

第
８７
回
大
会
提
供
花
火

「〓
一∽
∽
一ｏ
つ
あ
穴
平
成
２５
年
）

創造花火 第87回準優勝/

(株)齋木花火本店(山梨県)

聖礼花～パステルカラーの軌跡～



『ふるさと大曲』第17号

創
造
花
火
　
（株
）
和
大
屋
（秋
田
県
）

つ
な
が
れ
ニ
ッ
ポ
ン
！
虹
色
の
架
け
橋
―

（平
成
２４
年
）

創
造
花
火
　
大
曲
花
火
化
学
工
業
（秋
田
県
）

花
ら
ん
ら
ん
～
希
望
の
光
～（平

成
２４
年
）

-9-

和
６２
年

（１
９
８
７
）
ベ
ル
リ
ン
の

大
会
前
日
、
記
者
会
見
で
あ
の
名
言

が
飛
び
出
し
ま
す
。

「
ベ
ル
リ
ン
の
地
上
に
は
壁
が
あ

る
が
、
空
に
は
壁
が
な
い
。
日
本
の

花
火
は
ど
こ
か
ら
見
て
も
同
じ
よ
う

に
見
え
る
の
で
、
西
の
方
も
東
の
方

も
楽
し
ん
で
見
て
く
だ
さ
い
」

翌
日
、
ベ
ル
リ
ン
の
全
新
聞
が

ト
ッ
プ
記
事
に
取
り
上
げ
て
大
評
判

と
な

っ
た
の
で
し
た
。

創
造
花
火
　
半
世
紀
に

守

・
破

。
離

平
成
４
年

（
１
９
９
２
）
、
夏
を

迎
え
て
第
７６
回
大
会
。
６
カ
国
の
外

国
花
火
師
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た

「
国
際
花
火
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア
を
最

後
に
佐
藤
勲
氏
は
引
退
し
ま
し
た
。

″
大
山
の
花
火
″
を
日
本

一
の
競

技
大
会
に
育
て
上
げ
、
世
界
に

″大

山
の
花
火
ク
を
広
め
た
佐
藤
勲
氏
。

今
年
は
、
創
造
花
火
半
世
紀
と
題
し

た
記
念
の
大
会
で
す
。

全
国
か
ら
選
び
抜
か
れ
た
２８
人
の

花
火
師
が
、
大
会
テ
ー
マ
に
基
づ
い

た
新
し
い
創
造
花
火
に
、
挑
戦
に
挑

戦
し
ま
す
。
勿
論
、
大
会
提
供
は
、

素
晴
ら
し
い
音
楽
と
ワ
イ
ド
ス
タ
ー

マ
イ
ン
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

ダliri亀

警曝

ヤ激p:11、 な協jy
m in"igeね 」p

秋
口
の
ｓ
を
醸
す

人
地
の
も
ｓ
み
と
と
も

に

奮
京
莞
球

で

　

　

わ

つ
　
　
る

鳥

伝
久
の
免
嬌

↑
　

う
　
　
　
　
　
に

政 創解(⑬ 1224

FAX lllttm277

覆

書

◆
私
”驚
洒
林
式
会
藤

秋
田
県
大
儀
市
戸
地
谷
字
天
ヶ
沢
八
三
の

一

お
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
。
お
酒
は
お
い
し
く
適
量
を
．

〒014-1201 秋田県仙北市田沢湖生内字黒湯沢2-1

TEL 0187-46-2214 FAX 0187-46-2280

HP http://www kuroyu com

ｇ
一

湯 浸 象

多し′,1温 泉郷



第5回/東京で“大曲の花火"を観て

みんなでカラオケを楽しむ会

平成26年 (2014年)7月

市
ヶ
谷
の
外
濠
も
周
り

は
す
っ
か
り
雪
。
手
前

に
雪
を
か
ぶ
っ
た
電
車

（中
央
線
）が
走
る

丁
れ
た
東
京

躍
職
に
匁
一隕
晰
蜃
写
良
野
会
元
気
に
参
加

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
大
曲
は
、
何
と

い
っ
て
も
花
火
で
有
名
で
す
。
子
ど
も

の
頃
、
夏
が
来
て
花
火
大
会
が
近
づ
く

と
、
大
山
生
ま
れ
な
ら
ば
、
誰
も
が
気

も
そ
ぞ
ろ
に
そ
の
日
を
待

つ
も
の
で
し

た
。
や
が
て
大
人
に
な
り
、
大
曲
を
離
れ
て
首
都

圏
に
住
む
よ
う
に
な
る
と
、
花
火
だ
か
ら
と
言

っ

て
気
軽
に
、
大
曲
に
帰
る
こ
と
も
ま
ま
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
首
都
圏
大
曲
会
が
始
め
た
イ
ベ
ン
ト

は
、
「東
京
で

″
大
山
の
花
火
ク
を
観
る
会
」。

つ

い
で
に
み
ん
な
で
カ
ラ
オ
ケ
も
楽
し
ん
じ
ゃ
う

つ

ど
い
で
す
。
今
年
で
５
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

米

―

来

―

＊

―

米

―

＊

―

米

―

米

―

＊

―

来

―

米

―

米

―

米

―

米

―

米

Ｌ

雪消す熱気に|力|ラオケ炎上

雪の日の花火もこ愛敬と、

カラオケで賑やかにノ ドを

競い合い、楽しんだ

米 ― 米 ― 米 ― 米 一 米 ― 半 ― *― 米 ― 来 ― 半 ― 米 一 来

第
５
回
「東
京
で
″大
山
の
花
火
″

を
観
る
会
」
は
、
２
月
１
５
日

（土
）

午
後
１
時
か
ら
、
恒
例
に
な

っ
た

東
京

・
市
ヶ
谷
の
ア
ル
カ
デ
イ
ア

市
ヶ
谷

（私
学
会
館
）
白
山
の
間

で
開
催
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ

こ
数
日
、
不
穏
な
動
き
を
見
せ
て

い
た
空
模
様
が
い
よ
い
よ
怪
し
く

な
り
、
１
４
日
の
夕
方
か
ら
雪
に

変
わ

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
雪
の

花
火
も
魅
力
的
な
ど
と
甘
く
見
て

い
る
と
、
降
る
雪
は
ま
す
ま
す
酷

く
な
り
、
電
車
が
ス
ト
ッ
プ
す
る

大
雪
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
の
会
場
は
ア
ル
カ
デ
イ
ア

市
ヶ
谷
で
も

つ
と
も
眺
望
の
利
く

７
階
、
外
濠
を
眼
下
に
望
む

「白

山
の
間
」。
花
火
見
物
に
参
加
し
た

は
ず
の
人
が
、
と
ん
だ
雪
見
酒
に

変
わ

っ
た

ハ
プ

ニ
ン

グ
。市

役
所

か
ら
参
加

の
総
合
政

策
課
の
高

橋
正
人
参

事
と
高
靖

弘
主
席
主

査
も

一
向

に
進
ま
な

い
新
幹
線

仲間がしんみり歌う唄、しんみりと聞いてみる

-10-



『ふるさと大曲』第 17号

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
ク大
曲
の
花
火
■

談
論
風
発
、

大
曲
の
音
話
に
花
が
咲
き
そ
れ
ぞ
れ
の
席
は

一
層
盛
り
上
が
る
。

大曲…そして東京

大
雪
で
新
幹
線
が
遅
延
。
到
着
し
た
大
仙
市

高
橋
参
事
（右
）と
高
橋
主
席
主
事
の
挨
拶

に
い
ら
い
ら
の
連
続
だ

っ
た
よ
う

で
す
。

新
幹
線
以
外
、
首
都
圏
を
走
る

電
車
も
軒
並
み
ス
ト
ッ
プ
。
最
寄

り
の
駅
ま
で
は
雪
踏
み
分
け
て
出

て
来
た
首
都
圏
大
曲
会
の
鈴
木
副

会
長
も
動
か
ぬ
電
車
に
涙
し
た

一

人
。
早
め
に
参
加
を
申
し
込
ん
で

い
た

「
に
し
せ
ん
ぼ
く
会
」
や
中

良
野
会
か
ら
の
参
加
者
の
中
に
は

長
靴
ス
タ
イ
ル
の
人
も
い
て
、
元

気
な
出
で
立
ち
に
感
動
し
ま
し
た
。

前
方
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
花
火
が

映
し
出
さ
れ
る
と
、
そ
こ
は
子
ど

も
の
頃
か
ら
花
火
に
慣
れ
親
し
ん

だ
人
々
。
ま
さ
に
大
曲
衆
。
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
並
べ
ら
れ
た

「花
火

弁
当
」
を
肴
に
、
地
元
か
ら
特
別

に
取
り
寄
せ
た
秋
田
銘
酒
を
味
わ

い
な
が
ら
の
花
火
見
物
。
さ
す
が

に
雄
物
川
の
水
の
匂
い
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
雪
の
せ
い
か
、
ど

こ
か
ら
と
も
な
く
川
風
の
涼
し
さ

は
感
じ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

ま
た
今
回
も
参
加
記
念
品
と
し
て
、

大
仙
市
高
関
の
佐
藤
久
男
さ
ん
か

ら
ア
キ
タ
コ
マ
チ
を
ご
寄
贈
い
た

き
ま
し
た
。

や
が
て
第
二
部
の
カ
ラ
オ
ケ
が

始
ま
る
と
、
そ
れ
は
賑
や
か
な
、

い
つ
も
通
り
の
首
都
圏
大
曲
会
の

イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

わが青春

高
階
光
義
さ
ん
の
映
像
記
録

「
あ
の
日
あ
０
欝
』

特
別
上
映
も

首
都
圏
中
良
野
会
の
世
話
役
を
務
め
る
高
階

光
義
さ
ん
。
中
良
野
会
は
昭
和
２
９
年
大
曲
中

学
校
卒
業
の
同
期
会
。
富
樫
武
郎
さ
ん
や
松
野

佐
武
郎
さ
ん
な
ど
の
仲
間
と
と
も
に
、
活
発
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
回
の

「花
火
を
観
る
会
」
で
は
、
高
階
さ

ん
の
大
曲
時
代
の
映
像
記
録
に
加
え
、
上
京
し

て
新
し
い
社
会
人
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
た
頃
を

ま
と
め
た

「
わ
が
青
春

。
大
曲
そ
し
て
東
京
」

を
特
別
上
映
し
ま
し
た
。
本
当
に
懐
か
し
い
あ

の
頃
の
大
曲
や
東
京
の
風
景
が
、
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
さ
れ
る
と
食
い
入
る
よ
う
に
見
入

っ
て
い

ま
し
た
。
（写
真
は
映
像
を
語
る
高
階
光
義
さ
ん
）

大
曲
生
ま
れ
は

み
～
ん
な

歌
が
つ
ま
い
。

い
い
声
し
て
３
！

今野恭子さん
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故郷力ヽおきいき輝く力になる !

平成26年 (2014年)7月

―- 12-―

平
成
二
十
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
昨
年
度
で

ち
ょ
う
ど
六
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
大
仙
市
は
す
で
に

（子
育
て
教
育

分
野
）
と
し
て

「
ふ
る
さ
と
納
税
文
庫
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
小

・
中
学
校
に
プ
ラ
ス
し
て
市
内
の
認

定
こ
ど
も
園

・
幼
稚
園

・
保
育
園
に
も
文
庫
を
整
備
、
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
２５
年
度
の

「
ふ
る
さ
と
納

税
」
に
よ
る
寄
附
合
計
は
、
四
九
件
、

七
百
八
十
六
万
七
千
円
で
し
た
Э

こ
れ
に
よ
り
、
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

創
設

の
平
成
二
十
年
度
以
来
六
年

間

の
合
計
金
額

は
、

四
千
六
百

八
十
八
万
三
千
二
百
八
十
六
円
と

な
り
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
は
、
仙

北
組
合
総
合
病
院
の
改
築
整
備
に

関
す
る
寄
附
も
受
付
け
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
五
月
に
大
曲
厚
生
医

療
セ
ン
タ
ー
が
無
事
に
オ
ー
プ
ン

し
終
了
し
ま
し
た
。
病
院
分
に
つ

ぃ
て
は
、

２‐
件
、
八
百
七
十

一
万

五
千
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

子
育
て
教
育
や
観
光

な
ど
４
分
野
で
活
用

ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
の
寄
付

金
は
次
の
４
分
野
で
活
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①

（観
光
分
野
）
魅
力
あ
る
観
光

資
源
を
活
用
し
た
観
光
交
流
に

関
す
る
事
業

②

（高
齢
者
福
祉
分
野
）
老
い
を

楽
し
み
、
地
域
が
支
え
る
高
齢

者
福
祉
に
関
す
る
事
業

③

（自
然
環
境
分
野
）
次
代
に
残

す
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
に

関
す
る
事
業

④

（子
育
て
教
育
分
野
）
健
や
か

な
成
長
を
願
う
子
育
て
と
教
育

の
充
実
に
関
す
る
事
業

こ
れ
ま
で
実
施
し
た
事
業

と
そ
の
効
果
に
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
納
税
文
庫
の

整
備
事
業

「
ふ
る
さ
と
納
税
文
庫
整
備
事

業
」
は
、
平
成
２３
年
度
か
ら
２４
年

平成125年度
‐

49イ牛 7,867,000H

「ふるさと納税」これまでの状況
大
仙
市
観
光
Ｐ
Ｒ
映
像
制
作
動
き
出
す

年度

ふるさと納税

ふるさと納税

寄附合計

内 訳

通 常 分 病 院 分

件数(件 ) 金額 (円 ) 件数(件 ) 金額 (I11) 件数(件 ) 金額 (円 )

H20 50 ＾
υ

（
）

０
０

つ
´ 50 5,238,000

H21 45 6.483.000 45 6,483.000

H22 ”
仕 7,357,000 41 6,352,000 2 1.005,000

H23 36 4,102,000 30 2,872,000 6 1.230.000

H24 46 15,836.286 40 9,646,286 6 6,190,000

H25 49 7,867.000 42 7,577,000 7 290,000

合計 269 46,003,266 240 38168286 8,715,000

心と心のふれあいのスペース

鋳た
ごrlllllを お持ち中し上げます。

大曲エンバイヤホテル

Te1 0187-63-1131 Fax 0187-63-1541

故郷でのお集まりヽ お泊りに
″荻 のガ っ ご で

｀

イ っ /_― クのん グ ク
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「ふ
る
さ
と
納
税
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

書 の
か 児
れ 童
て ・
い 生
る 徒
か が

保育園の子どもたちも絵本が大好きです。

先生が読み間かせると、子どもたちは夢

中になって、絵本の中に溶け込んでいき

ます。 (刈禾0野保育園)

多感な中学生時代の読書はその人の一生すら左右することもある。

この年頃の読書は、一人ひとりの知識となり智恵となります。

(南外中学校)

度
ま
で
の
二
か
年
事
業
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
昨
年
度
、
本
事
業

へ

の
活
用
を
希
望
す
る
ふ
る
さ
と
納

税
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
小

。
中

学
校
に
加
え
て
、
大
仙
市
内
の
認

定
こ
ど
も
園

・
幼
稚
園

。
保
育
園

に
お
い
て
も
当
該
文
庫
の
整
備
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
大
仙
市
内
で
学

ぶ
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
読
書
環

境
を
整
え
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
図
る
と
と

も
に
、
自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
に

つ
い
て
考
え
る
き

っ
か
け
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
２５
年
度
に
は
、
〓
一千
五
百

七
十
三
冊
が
新
た
に
購
入
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
で
２３
年
度

・
２４
年
度

に
購
入
し
た
図
書
と
合
わ
せ
て
約

八
千
冊
と
な
り
、
大
仙
市
内
全
て

の
小

・
中
学
校
と
、
認
定
こ
ど
も

園
、
幼
稚
園
、
保
育
園
に
お
け
る

読
書
活
動
の
推
進
に
役
立
て
て
い

ま
す
。

○
大
仙
市
観
光
Ｐ
Ｒ
映
像

制
作
事
業

「大
仙
市
観
光
Ｐ
Ｒ
映
像
制
作
事

業
」
は
、
平
成
２５
年
度
か
ら
２６
年

度
の
二
か
年
の
実
施
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

事
業
の
目
的
は
観
光
ｐ
Ｒ
映
像

を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、
市
民
を

は
じ
め
大
仙
市
を
愛
す
る
方
々
か

ら
ア
イ
デ
イ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
市
民
参
加
の
も
と

で
大
仙
市
の
魅
力
の
発
見
お
よ
び

観
光
資
源
の
発
掘
を
図
る
と
と
も

に
、
大
仙
市

へ
の
愛
着
を
深
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。
昨
年
度
は
ア
イ

デ
イ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
、
大

仙
市
の
四
季
折
々
の
風
景

・
行
事

等
の
写
真
、
大
仙
市
の
魅
力
を
コ

ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
映
像
な
ど
、

観
光
Ｐ
Ｒ
映
像
の
素
材
と
な
る
作

品
を
選
出
し
ま
し
た
。

◆

「ふ
る
さ
と
納
税
」
に

つ
い
て
の
お
問
合
せ
は

大
仙
市
役
所
企
画
部

総
合
政
策
課
　
地
域
政
策
班
ま
で

電
話

〇

一
人
七
上
全

Ｔ

一
一
一
一

（代
表
）
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大
仙
市
で
活
躍
す
●
一企
業
訪
蘭
一一一一ツ
一サ
■
ズ
０

時を創 り、時を活かし、時を豊かに

<環境活動に取 り組む>

セイコーインスツル株式会社

秋田事業所

秋田事業所所長

黒沢 幸夫

SH綽
生命を育んできた地球と、それを取り巻く時間の

尊さを主張すると共に大きなエネルギーで互いに引

き合う惑星のような躍動感と調和を重んじる企業の

意思を表現 しています。また宇宙、時間、空間を表

すブルーは「時」をテーマとするSIIそ のものを意味し、

「誠実J「 ときめき」「倉」造」を表現しています。このコー

ポレー トと共に時を豊かなものにしたいとするSIIの

思いを社会に伝えたいと考えています。Sliの 思いを

社会に伝えたいと考えています。

―
　
セ
イ
コ
ー
と
言
え
ば
す
ぐ
に
銀
座
の

時
計
塔
を
思
い
出
し
ま
す
。

大
元
の
創
業
は
明
治
１４
年

２

八
人

一

年
）
、
服
部
金
太
郎
が
実
家
近
く

（現
在

の
中
央
区
）
に
開
業
し
た
服
部
時
計
店

で
す
。
輸
入
時
計
な
ど
を
扱

っ
た
よ
う

で
す
。
明
治
２５
年
、
国
産
の
掛
時
計
や

置
時
計
を
製
造
す
る
「精
工
舎
」
を
設
立
。

二
年
後
に
銀
座
四
丁
目
の
角
地
を
買
収

し
て
、
巨
大
な
時
計
塔
を
備
え
た
時
計

店
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

セ
イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ
ル

（株
）
の
創

業
は
金
太
郎
没
後
三
年
、
昭
和
１２
年
腕

時
計
製
造
専
門
の
「第
二
精
工
舎
」
で
す
。

そ
の
後
幾
度
か
の
社
名
変
更
を
経
て
平

成
１６
年
、
現
在
の
社
名
と
な
り
、
平
成

２‐
年
か
ら
は
セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
イ
ン

グ
ス
株
式
会
社
の

一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト

出
資
会
社
と
な
り
ま
し
た
。

本
社
は
千
葉
市
美
浜
区
に

「
Ｓ
Ｉ
Ｉ

幕
張
ビ
ル
」
と
し
て
、
本
社

・
営
業

・

開
発
の
各
機
能
が
あ
り
ま
す
。

―
　
亀
戸
駅
近
く
に
あ
っ
た

「セ
イ
コ
ー

社
ビ
ル
」
を
懐
か
し
が
る
人
も
い
ま
す
。

前
は
亀
戸
に
本
社
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
は

「第
二
精
工
舎
」
と
し
て
、
東

京
五
輪
の
公
式
計
時
の
担
当
や
世
界
初

の
ク
オ
ー
ツ

（水
晶
）
式
腕
時
計
の
開

発

・
発
売
な
ど
好
調
な
時
期
で
し
た
。

幕
張
移
転
は
平
成
５
年
で
す
。

□
■
□

大
曲
進
出
の
決
め
手
は

東
北
人
特
有
の
勤
勉
さ

―
　
秋
田
事
業
所
の
創
業
は
い
つ
で
す
か
。

大
曲
進
出
の
決
め
手
は
何
で
し
た
か
。

昭
和
６‐

（
一
九
八
六
）
年
、
「秋
田
プ

レ
シ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社
」
の
名
称
で
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
も
う
３０
年
近
く
経
ち

ま
し
た
。
設
立
の
決
め
手
は
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
「東
北
人
の
勤
勉
さ
」

「市
の
誘
致
条
件
と
の
合
致
」
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

腕
時
計
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

（時
計
の

機
械
部
分
）
製
造
会
社
と
し
て
設
立
し

ま
し
た
の
で
、

１０
年
先
輩
の

「盛
岡
セ

イ
コ
ー
エ
業
」
が
隣
県
に
あ
る
こ
と
や
、

大
曲
に
は
５
年
先
輩
の

「
秋
田
精
密
電

子
工
業

（株
と

（液
晶
部
門
）
が
あ

っ

た
こ
と
も
大
き
な
道
じ
る
べ
に
な
り
ま

し
た
。

□
■
□

秋
田
事
業
所
の
主
要
製
品

Ｉ
Ｃ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど

―
　
秋
田
事
業
所
の
主
要
製
品
は
何
で
す

か
。Ｓ

Ｉ
Ｉ
は
時
計
製
造
で
培

っ
た
技
術

を
ベ
ー
ス
に

一
九
七
〇
年
以
降
、
ウ
オ
ッ

チ
、
ウ
ォ
ッ
チ
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
、
精
密

部
品
、
工
作
機
械
、
情
報
機
器
、
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
、
電
子
デ
バ
イ
ス
、
プ
リ
ン
タ
ー

な
ど
事
業
の
多
角
化
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
秋
田
事
業
所
の
主
な
製
品
は
、
平

成
八
年
か
ら
開
始
し
た
Ｉ
Ｃ
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
製
造
で
す
。　
一
般
的
な
家
電
を
初

め
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ゲ
ー

ム
機
な
ど
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
省
電
力

・
超
小
型
を
生
か
し
、

自
動
車

の
ス
タ
ー
タ
ー
や
ア
ク
セ
サ

リ
ー
な
ど
車
載
用
に
も
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
高

い
品
質
と
信
頼
関
係

が
認
め
ら
れ
た
証
で
あ
り
、
秋
田
事
業

所
の
大
き
な
強
み
で
す
。

所在地  :秋田県大仙市大曲西根字鳥居

58番2号

事業所長 :黒沢 幸夫

敷地面積 :131,214ゴ (39.761坪 )

延床面積 :20,723ゴ (6.279坪 )

従業員数 :230人 (関連会社への転勤者

∞人を含む)

*他に契約社員慇人

■事業内容

・ICパ ッケージの製造

・インクジェットプリンター用

ヘッドの製造
     (2014年 5月 現在)
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秋
田
事
業
所
は
広
い
仙
北
平
野
を

一
望
で

き
る
丘
陵
地
に
、
浦
洒
な
装
い
で
建
つ
。

春
夏
秋
冬
、
季
節
に
合
わ
せ
て
移
り
変
わ

る
自
然
環
境
が
素
晴
ら
し
い

|1嘔儡鶉趙1111111

も
う

一
つ
の
主
た
る
製
品
は
、
産
業

用

の
大
型
イ

ン
ク
ジ

エ
ツ
ト
プ
リ
ン

タ
ー
ヘ
ッ
ド
で
す
。
「大
型
看
板
」
や
「車

両
ラ
ッ
ピ
ン
グ
」
「建
材

へ
の
印
刷

・
・

タ
イ
ル
、本
材
」
「繊
維
印
刷

・
・
ス
カ
ー

フ
、
ネ
ク
タ
イ
」
な
ど
。
市
場
は
大
き

く
広
が

っ
て
い
ま
す
。
主
要
輸
出
先
は

中
国
、
台
湾
、
韓
国
な
ど
ア
ジ
ア
各
国

で
す
。

―
　
御
社
の

「企
業
理
念
」
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

「誠
実

・
信
頼

・
感
謝
」
で
す
。
仕
事

に
は

「誠
実
」
に
取
り
組
み
、
社
会
や

お
客
様
と
の

「信
頼
」
関
係
を
重
ん
じ
、

す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す

る
「感
謝
」
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
ま
す
。

―
　
「時
を
造
り
、
時
を
活
か
し
、
時
を
豊

か
に
」
と
い
う
コ
ー
ボ
レ
ー
ト
　
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
イ
ー
を
具
体
的
に
こ
説
明
く
だ

さ
い
。

生
産
効
率
の
弛
ま
ぬ
追
求
に
よ

っ
て

人
々
の

「時
を
創
り
」
、
電
子
デ
バ
イ
ス

や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
な
ど
の
開
発
に

よ
っ
て
人
々
の

「時
を
活
か
し
」
、
新
し

い
価
値
の
創
造
に
よ

っ
て
人
々
の

一
時

を
豊
か
に
」
し
ま
す
。
お
客
様
の
人
生

（時
）
と
共
に
歩
み
続
け
る
商
品
を
提
供

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

□
■
□

従
業
員
の
行
動
指
針
は

「勤
勉
」
と

「創
造
」

―
　
行
動
指
針
の

「勤
勉

・
創
造
」
で
は
、

工
場
見
学
に
来
た
大
仙
市
立
西
根
小
学
校

の
児
童
た
ち
。
上
の
写
真
は
説
明
を
聞
い

て
現
場
を
見
学
す
る
。
左
は
、
沢
山
の
機

械
に
み
ん
な
び
っ
く
り
だ

熱
心
に
見
学
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

に
、
工
場
側
の
説
明
担
当
者
も
つ
い

つ
い
熱
が
入
る
。
こ
の
日
は
工
場
長

が
直
接
説
明
に
立
っ
た

昨年秋から初めての“芋の子汁"振る舞い一 大好評 !
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伝統の卓球部は、学校やスポーツ少年団にコーチも

ど
ん
な
行
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
か
。

高

い
理
想
や
目
標

の
達
成
に
向
け
、

一
心
に
励
み
努
力
す
る

「
勤
勉
」
と
、

常
に
時
代
の

一
歩
先
を
見
据
え
た
新
し

い
価
値
の

「創
造
」
で
す
。

―
　
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ー
ボ
レ
ー
ト
マ
ー
ク

で
す
ね
。
何
を
表
現
し
て
い
ま
す
か
。

生
命
を
育
ん
で
来
た
地
球
と
、
そ
れ

を
取
り
巻
く
時
間
の
尊
さ
を
主
張
す
る

と
共
に
、
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
互
い

に
引
き
合
う
惑
星
の
よ
う
な
躍
動
感
と

調
和
を
重
ん
じ
る
企
業
の
意
思
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
ま
た
宇
宙
、
時
間
、
空

間
を
表
す
ブ
ル
ー
は

「
時
」
を
テ
ー
マ

と
す
る
Ｓ
Ｉ
Ｉ
そ
の
も

の
を
意
味
し
、

「誠
実
」
「と
き
め
き
」
「創
造
」
を
表
現

し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
マ
ー
ク
と
共
に
、

時
を
豊
か
な
も
の
に
し
た
い
と
す
る
Ｓ

Ｉ
Ｉ
の
思

い
を
社
会
に
伝
え
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

―

従
業
員
構
成
は
？

社
員
は
二
三
〇
名
、
契
約
社
員
が
約

四
〇
名
で
す
が
、
他
に
請
負
会
社
の
社

員
も

い
ま
す
。
約
８０
％
が
男
性
で
す
。

年
齢
層
で
は
犯
歳
代
が
６０
％
を
占
め
、

３０
代
２２
％
、

５０
代
１３
％
、

２０
代
が
７
％
で
、

平
均
年
齢
は
男
女
共
に
４２
歳
で
す
。
従

業
員
の
居
住
地
は
大
仙
市
が
７２
％
と
圧

倒
的
で
、
次
い
で
美
郷
町
が
１３
％
、
横

手
市
が
１１
％
、
仙
北
市
が
４
％
で
す
。

―
　
厚
生
活
動
は
活
発
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

工
場
社
屋
に
隣
接
し
て
体
育
館
が

建

っ
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

卓
球
部
は
現
在
も
活
発
に
活
動
し
て
、

秋
田
県
職
場
対
抗
卓
球
大
会
で
輝
か
し

い
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
過
去
に
は

実
業
団
の
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
出

場
の
経
験
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
は
地
元
小

・
中

・
高
校
生

の
指
導

へ
と
活
動
の
主
軸
を
変
え
つ
つ
、

地
域
貢
献
の

一
翼
を
担

っ
て
い
ま
す
ｃ

ま
た
冬
期
間
の
上

・
日
は
、
雪
で
練
習

地
域
防
災
訓
練
に
は
Ｓ
Ｉ
Ｉ
自
衛
消
防
隊
も

出
動
し
て
活
躍
し
た

場
確
保
が
難
し
い
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や

学
校
関
係
の
練
習
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

社
内
で
は
健
康
づ
く
り
活
動
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
て
、
歩
数
計
を
配

っ
て

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
勧
め
、
年
に
２
～
５

回
、
「歩
こ
う
会
」
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
Ｓ
Ｉ
Ｉ
健
康
保
険
組
合
で
契
約
し

た
プ
ー
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
を
無
料
で

使
用
で
き
ま
す
。
し
ば
ら
く
遠
の
い
て

い
た
イ
ベ
ン
ト
系
福
利
厚
生
行
事
は
昨

年
秋
に
復
活
。
「
い
も
の
子
汁
」
の
振
舞

い
会
や
、
春
に
は

「
お
花
見
会
」
を
開

催
し
、
従
業
員
の
活
性
化
に
向
け
た
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

□
■
□

ゴ
ミ
拾
い
活
動
な
ど

地
元
住
民
と
の
触
れ

合
い
も
活
発
に

―
　
地
元
住
民
と
の
触
れ
合
い
も
活
発
の

よ
う
で
す
が

・
・

会
社
周
辺
道
路
の
ゴ
ミ
拾

い
活
動

を
行

っ
て
い
ま
す
。
参
加
状
況
も
良

く
、
昨
年
５
月
は

一
三
〇
人
、
今
年
は

二
〇
〇
人
も
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
初
め
て
の
開
催
で
し
た
が
、
今

年
の
四
月
二
十
日
、
地
元
西
根
地
区
地

域
自
主
防
災
会
と
合
同
総
合
防
災
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
当
社
は
仙
北
平
野
を

一
望
す
る
丘
陵
地
の
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
た
中
に
位
置
し
て
い
て
、
す
ぐ
裏
手

に
は
姫
神
温
泉
、
現
在
の

「
西
遊
喜
」

や
マ
ル
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
介
護
施

設
も
２
つ
あ
り
ま
す
。

今
度
の
訓
練
で
は
、
大
雨
が
続
く
中
、

震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し
、
地
域
に

甚
大
な
被
害
が
及
ん
だ
と
い
う
想
定
の

・・・一一一、．一一．一一一一一一一難

一●
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〓
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豪雪の冬は屋根の雪下ろしボランティアも地元との触れ合い。地域防災訓練で担架を使う練習も
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や兆

地
域
貢
献
活
動
の

一
つ
と
し
て
、
事
業

所
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
、
道
路
清
掃
を

行
っ
た
。
今
年
は
二
〇
〇
人
も
が
参
加

し
て
賑
や
か
だ
っ
た

優
秀
勤
労
障
害
者
理
事
長
表
彰
を
受

け
た
社
員
の
中
野
勝
也
さ
ん
。
写
真

は
メ
ー
ル
仕
分
け
作
業
中

も
と
に
、
高
台
の
当
社
に
防
災
本
部
を

設
置
す
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。
地
元

住
民
、
行
政
、
企
業
が

一
体
と
な

っ
た

大
が
か
り
な
訓
練
で
し
た
。

土
嚢
作
り
や
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
の
練
習

後
は
、
当
社
自
衛
消
防
隊
に
よ
る
放
水

訓
練
を
行
な
い
、
日
頃
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。
最
後
は
発
電
機
で
お
湯
を

沸
か
し
、
ア
ル
フ
ア
米
の
炊
き
出
し
訓

練
も
行
わ
れ
、
地
元
の
人
々
か
ら
は

「わ

り
と
う
め
な

ァ
」
と
の
声
も
あ
が

っ
て

い
ま
し
た
。

―
　
生
徒

。
児
童
の
就
業
体
験
な
ど
に
も

協
力
し
て
い
ま
す
ね
。

大
曲
工
業
高
校
電
気
科
か
ら
は
毎
年

４
～
７
名
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ
プ
を
受

け
入
れ
て
き
て
い
ま
す
。
平
成
２
年
８

月
に
は
、
電
気
科
二
年
生
４
名
が
工
場

当
社
は
社
員
の
健
康
づ
く
り
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
奨
励
し
て
い
る
。
写
真
上
は

歩
こ
う
六
郷
集
合
写
真
、
左
は
元
気
に

龍
雲
山
を
歩
き
出
す
参
加
者
た
ち

見
学
の
後
、
製
品
を
ば
ら
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
に
回
す
作
業

や
、

ヒ

ュ
ー

マ
ン

エ
ラ
ー
防
止
の
た
め
の
製
品

へ
の
バ
ー

コ
ー
ド
の
貼
り
付
け
や
基
盤
の
勉
強
を

し
ま
し
た
。
『自
分

の
将
来
像
が
少
し

見
え

て
き
た
。

ラ
ベ
ル
貼
り
は
年
間

一
〇
〇
万
円

の
損
失
を
防
ぐ
と

い
う
。

働
く
こ
と
の
意
味
が
理
解
出
来
た
』
と

の
感
想
で
し
た
。

他
に
美
郷
中
学
校
、
大
川
西
根
小
学

校
、
大
曲
養
護
学
校
中
学
部
、
角
館
高
校
、

大
曲
農
業
高
校
、
増
田
中
学
校
、
大
曲

西
中
学
校
な
ど
が
企
業
見
学
な
ど
で
訪

れ
て
い
ま
す
。

□
■
□

中
野
勝
也
さ
ん

「優
秀
勤

労
障
害
者
理
事
長
表
彰

―
　
社
員
の
中
野
勝
也
さ
ん
が
、
「優
秀
勤

労
障
害
者
理
事
長
表
彰
」
を
受
け
ま
し
た
。

障
害
者
の
職
業
的
自
立
を
図
る
と
と

も
に
、
よ
り

一
層
の
障
害
者
一雇
用
促
進

と
職
場
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

「独
立
行
政
法
人
高
齢

・
障
害

・
求
職
者

一雇
用
支
援
機
構
」
が
関
係
機
関
と
協
力

し
て
取
り
組
む
表
彰
制
度
で
す
３
当
社

の
中
野
勝
也
さ
ん
が

「
平
成
２４
年
度
優

秀
勤
労
障
害
者
理
事
長
表
彰
」
を
、
今

国
２８
名
の

一
人
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
昭
和
６３
年

の
入
社
．
現
在
は
物

流
セ
ン
タ
ー
で
、
荷
物
の
受
入
、
梱
包
、

発
送
業
務
を
主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

明
る
い
性
格
で
、
「な
か
ち
や
ん
」
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
障

害
を
持
ち
な
が
ら
働
く
人
た
ち
の
模
範

と
な
り
、
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

□
■
□

世
界

一
の
工
場
か
ら

大
曲
の
元
気
を
発
信

―
　
最
後
に
秋
田
事
業
所
の
今
後
の
運
営

方
針
を
お
願
い
し
ま
す
。

時
計
時
代
か
ら
培

っ
て
き
た
精
密
加

工
技
術
と
高
品
質
の
飽
く
な
き
追
及
で
、

優
れ
た
製
品
を
世
界
の
お
客
様
に
お
届

け
し
て
い
き
た
い
。
世
界

一
の
工
場
に

し
て
、
こ
こ
大
山
の
地
か
ら
元
気
を
発

信
で
き
る
よ
う
、
従
業
員

一
同
日
々
邁

進
し
て
い
き
ま
す
。

―
　
有
難
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。
世
界
に
雄

飛
す
る
優
秀
企
業
と
し
て
、
益
々
の
発
展

を
期
待
い
た
し
ま
す
。
（文
責
　
大
釜
茂
埠
）

袋やシャベルを手に賑やかなゴミ拾い活動
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鰈鰈蒻仁珀脩肱瘍瘤鼈鶉洸鰺
罐麒胚颯y《鰤》艤鶉隕《褥》

囲碁普及を推進している大仙市に、全国から囲碁愛

好者や次代を担う子どもたちが集う祭典。

警蝙M、 だ轟鰭ディス楡ッシ磯≫
10月 4日 (土 )午後

大曲市民会館小ホール

警攀ど鶴涸櫻爽畿構入鯰畿哩警
10月 5日 (日 )

仙北沐、れあい文化センター

この秋開催 !罐‐1洟漑酢=

国民文化祭・あきた 2014
平成26年 10月 4日 (土)～ 11月 3日 (月・祝)

「国民文化祭 。あきた2014Jは 今年 10月 から11月 に

かけて行われます。これは「発見×創造 もうひとつの秋田」

をテーマに、「地域の文化を守り育てていくJ、「若いアーテイ

ストの育成・支援」「足もとの文化資源に光をあてる」の基

本方針に基づいて行われます。このうち大仙市主催は次の

三事業です。①国指定名勝 旧池田氏庭園「秋の園遊会」、

②囲碁サミット2014 in大仙、③秋田の美×写真の力

鰈魔惧雛兆蜀仄吻はな

鉄適   秋機…大繭 °所要時間:約 30分
鰊1饂珈鰤悔鶉輯

鬱 曲形新幹線十奥羽本線
東京… til形 …新菫 (爽 ,換え)‐

一人繭

イベントデー(10月 25
日①)には、大曲駅か

ら国民文化祭事業各

会場を結ぶシャトルバ

スを運行予定で魂

0所要時間 :(山形新幹線)約3時間35分十(奥羽本線)約60分

祓1蝙晰嘔環警悌繕借堤』響尋囁憲雰晏簸卜動車赫∽
儘薫 晰́

藪鷺畿1.雛雹務騨能曲臨
。所要時間:(一般道)約 20分 +(秋 囲自動車道)約 30分

け――般饉 (餞進46号幸麟適105号 )

盛闇・大機 0所要時間:約 120分

審仁鱚
携
:な幕[戌

饂鰈瘍颯舅穆癸瘍儡
罐鯰暉 隧趙 鐙法 や穫 鉤 内 はほ 甕仁

爾颯 》

秋田を題材にし、大仙市で多くの写真作品を撮影し

た、戦後日本写真界を代表する故本村伊兵衛氏の写

真展やシンポジウム、秋田美人をテーマとした公募写

真展を開催しま丸

豪 拿彎鬱轟鶴簿 yll写真炒
10月 4日 (土 )～ 11月 3日 (月 。祝)

大曲交流センター

警 ヤンが響鬱贔『今旗ろがえは本構鬱轟憫の構雰機
10月 11日 (土 )

大曲市民会館小ホール

警『激鐵甕ス機フォト菫レ鸞スト
～歌鰯のひとX歌爾鍛鍵～

[公開審査]10月 11日 (土 )

大曲市民会館小ホール

【お問し沿わせ先】第29回国民文化祭大仙市実行委員会事務局
(大仙市教育委員会生涯学習部生涯学習課内)

〒014-0062 秋田県大仙市大曲上栄町2番 16号  T巨L0187 63 7262 FAX 0187 63 7131
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開
会
の
挨
拶
を
す
る
首
都
圏
大
曲
会
大
釜
会
長
（上
）
、

交
換
す
る
参
加
者

下
は
熱
心
に
意
見
を

熱
っ
ぽ
い
意
見
の
交
換

全
ふ
る
さ
と
会
参
加
し
盛
況

大
仙
市
首
都
圏
ふ
る
さ
と
会
は
、
合
併
前
の
市
町
村

数
と
同
じ
八
つ
の
組
織
か
ら
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
平

成
２６
年
度

の
首
都
圏
ふ
る
さ
と
会
懇
話
会
が
６
月
２９

日
、
首
都
圏
大
曲
会
の
幹
事
役
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
は
ふ
る
さ
と
会
も
統
合
し

て
は
と
い
う
案
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
各
市
町
村
に
は
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
風
俗
習
慣
が
あ
り
、
文
化

に
も
微
妙
な
違
い
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
当
分
は
旧
態
勢
で
活
動
す
る

こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
す
。
そ
う

い
う
こ
と
か
ら
情
報
の
共
有
や
相

互
の
連
携

・
協
力
関
係
を
維
持
し

て
い
く
た
め
の
連
絡
機
関
と
し

て
、
幹
事
を
各
会
の
持
ち
回
り
に

し
て
年

一
回
、
懇
話
会
を
開
催
し

て
来
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
十
月
に
、

「大
仙
市
物
産
フ
ェ
ア
」

懇
話
会
に
は
大
仙
市
役
所
か
ら

企
画
部
総
合
政
策
課
高
橋
正
人
参

事
、
商
工
観
光
課
大
沼
利
樹
副
主

幹
、
大
仙
市
観
光
物
産
協
会
片
村

寿
浩
事
務
局
次
長
が
出
席
。
各
ふ

る
さ
と
会
か
ら
は
、
各
会
運
営
に

携
わ
る
役
員
２０
名
が
出
席
し
ま
し

た
。
懇
話
会
は
、
当
番
幹
事
会
で

あ
る
首
都
圏
大
曲
会
の
大
友
副
会

長
の
司
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
、
「
大
仙
市
市
民
と
し

て
統

一
さ
れ
た
価
値
観
も
芽
生
え

て
来
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。
外

部
の
人
か
ら
誉
め
ら
れ
、
ま
た
羨

ま
し
が
ら
れ
る
街
づ
く
り
に
地
元

の
人
々
は
頑
張

っ
て
い
る
。
私
た

ち
も
、
他
の
地
域
の
人
々
か
ら
羨

ま
し
が
ら
れ
る
大
仙
市
づ
く
り
に

参
画
す
る
意
識
を
持
ち
、
ふ
る
さ

と
会

の
運
営
に
努
力
し
て
い
こ

う
」
と
、
首
都
圏
大
山
会
大
釜
会

長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

大
仙
市
高
橋
参
事
な
ら
び
に
大

沼
主
幹
、
片
村
事
務
局
次
長
か
ら

は
、
昨
年
の

「
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア

ヘ
の
協
力
に
た
い
す
る
お
礼
と
、

今
年
１０
月
１８
日

（土
）
、

１９
日

（日
）

に
行
わ
れ
る

「
ふ
る
さ
と
物
産

フ
ェ
ア
」
の
詳
細
発
表
な
ら
び
に

来
場
要
請
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

高
橋
参
事
か
ら
は
、
大
曲
駅
前

再
開
発
の
詳
し
い
状
況
、
今
秋
行

わ
れ
る

「国
民
文
化
祭

。
あ
き
た

２
０
１
４
」
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
放
送
、
成
立
し
た
平
成
２６
年
度

の
市
予
算
等
に
関
し
て
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
各
ふ
る
さ
と
会
か
ら
近

況
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
若
年

齢
層
の
ふ
る
さ
と
会
離
れ
や
会
員

の
高
齢
化
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
抱
え

て
い
る
問
題
の
披
渥
が
あ
り
、
活

発
な
意
見
の
交
歓
、
ア
イ
デ
ア
の

提
示
な
ど
が
あ
り
、
午
後
３
時
過

ぎ
に
終
了
し
ま
し
た
。

平成26年度 /大仙市

首都圏ふるさと会懇話会

『ふるさと大曲』第17号
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□内小友出身のシンガー

癬騎身(ゅか)さん

YUKA

4thシングル

「海に生きて/明日へ」

『ふるさと大曲』第 17号

東
京

・
千
葉
を
中
心
に
ラ
イ
ブ
活
動

抜
群
の
歌
唱
力
が
高
い
評
価
を
得
る

今
年
四
月
、
４
枚
目
の
シ
ン
グ
ル

「海
に
生
き
て
／

明
日
へ
」
を
発
売
し
た
結
香
さ
ん
は
、
大
仙
市
内
小
友

出
身
の
２４
歳
。
大
曲
高
校
か
ら
千
葉
大
教
育
学
部
卒
。

そ
の
安
定
し
た
歌
唱
力
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
上
は
、
４
枚
目
の
シ
ン
グ
ル
「海
に
生
き

て
／
明
日
へ
」
の
故
郷
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、
大

潟
サ
ン
ル
ー
ラ
ル
で
行
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
ス

テ
ー
ジ
。
こ
の
時
は
、
大
仙
市
、
湯
沢
市
、

横
手
市
、
秋
田
市
、
男
鹿
市
な
ど
で
歌
い
、

ラ
ジ
オ
出
演
、
Ｃ
Ｄ
シ
∃
ツ
プ
回
り
、
イ
ベ

ン
ト
出
演
を
行
っ
て
大
好
評
だ
っ
た
。
下
は
、

結
香
さ
ん
３
枚
目
の
シ
ン
グ
ル
「う
つ
ろ
い
」

の
ジ
ャ
ケ
ツ
ト
を
飾
っ
た
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
。

最
初
に
紹
介
し
た
よ
う
に
結
香

さ
ん
は
、
大
仙
市
内
小
友
の
生
ま

れ
の
２４
歳
。
本
名
は
加
藤
結
香
さ

ん
で
す
。
大
曲
高
校
か
ら
千
葉
大

学
教
育
学
部
に
進
み
二
〇

一
二
年

三
月
卒
業
で
す
か
ら
、
れ

つ
き
と

し
た
小
学
校
の
教
員
免
許
を
所
持

し
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
こ
ろ
か
ら
歌
手
に
憧

れ
て
い
た
結
香
さ
ん
は
、
大
学
で

は
ア
コ
ー
ス
テ
イ

ツ
ク
ギ
タ
ー

サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
、
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。
大
学
卒
業
後
も
千
葉
、

東
京
を
中
心
に
、
定
期
的
に
ラ
イ

ブ
を
行

っ
て
い
る
う
ち
に
、
安
定

感
の
あ
る
歌
唱
力
が
音
楽
関
係
者

の
間
で
話
題
に
な
り
、
多
く
の
人

の
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。

Ｏ
Ｐ
主
題
歌

「運
命
の
華
」
で

本
格
的
に
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー

二
〇

一
一
年
、
Ｐ
Ｓ
Ｐ
版
ゲ
ー

ム

「華
鬼
～
恋
い
初
め
る
刻
　

水ヽ

久
の
印
～
」
の
Ｏ
Ｐ
主
題
歌

「
運

命

の
華
」
で
本
格

メ
ジ

ャ
ー
デ

ビ

ュ
ー
。
同
曲
は
音
楽
配
信
サ
イ

ト
ロ
二
一のむ
の
ア
ニ
メ
＆
ゲ
ー
ム
部

門
で
、
週
間
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ラ
ン

キ
ン
グ
ー
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

現
在
る
」
言
語
で
の
再
生
回
数
は

十

一
万
回
を
越
え
て
、
根
強
い
人

気
槃
曲
と
な

っ
て
い
ま
す
。

二
〇

一
三
年
六
月
に
は
３

ｒｄ
シ

ン
グ
ル

「う

つ
ろ
い
」
を
リ
リ
ー

ス
し
て
、
二
〇

一
四
年
三
月
に
は

４
也
シ
ン
グ
ル

「海
に
生
き
て
／

明
日
へ
」
を
リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
結
香
さ
ん
は
着
実

な
音
楽
活
動
を
重
ね
て
お
り
、
次

代
を
担
う
歌
姫
と
し
て
大
き
く
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「海
に
生
き
て
」
は
、
結
香
さ
ん

の
所
属
事
務
所

「
ア
ス
ワ
ン

・
エ

ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」
の
平
松
義

行
社
長
が
作
詞
。
平
松
社
長
の
奥

さ
ん
が
岩
手
県
陸
前
高
田
市
出
身

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
災
者

へ
の

応
援
歌
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の

で
し
た
。
結
香
さ
ん
は
郷
愁
を
誘

う
曲
調
に
合
わ
せ
、
し

っ
と
り
歌

い
上
げ
て
好
評
で
す
。

「明
日
へ
」
は

伊
藤
可
奈
子
さ
ん

（オ
カ
リ
ナ
）

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

カ

ツ
プ
リ
ン
グ
曲

「
明
日

へ
」

は
、
潟
上
市
在
住
の
オ
カ
リ
ナ
奏

者
、
伊
藤
可
奈
子
さ
ん
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
伊
藤
さ
ん

は
、
「結
香
ち
ゃ
ん
の
歌
声
は
癒
し

系
で
柔
ら
か
い
。
オ
カ
リ
ナ
の
音

と
も
リ
ン
ク
し
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
す
。
「
い
つ
か
は
地
元
大
曲
の

花
火
で
、
自
分
の
曲
を
使

っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
、
結
香
さ
ん
も
大

き
な
夢
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。

首
都
圏
大
曲
会
で
は
結
香
さ
ん

を
、
み
ん
な
で
応
援
し
て
い
ま
す
。

（０
）
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カメラ紀行 美ヶ原融
せいひつ

この静諦なる冬山の気高さよ

旅人 斉 藤 貞 助
(首都圏大曲会 幹事・事務局長)

富士山

ほのかに明け染め

始めた東の空に、

くつきり富士の姿

が浮きあがる。

１
月
２９
日
、
厳
冬
の
山
の
空

気
は
凍
て
つ
く
ま
ま
に
静
ま

っ

て
い
る
。　
一
歩

一
歩
踏
み
し
め

な
が
ら
登
れ
ば
、
そ
こ
は
二
〇

三
四
メ
ー
ト
ル
、
美
ヶ
原
最
高

峰
の

「
王
ヶ
頭
」
で
あ
る
。

こ
こ
は
長
野
県
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
て
、
県
下
最
大
級
の

国
定
公
園
の

一
部
を
な
す
。
山

上
か
ら
は
、
王
ヶ
鼻
、
茶
自
山
、

牛
伏
山
な
ど
が

一
望
で
き
、　
一

体
を
美
ヶ
原
と
呼
ぶ
。

美
ヶ
原
の
頂
上
に
立

つ
と
、

雲
海
の
彼
方
に
南

ア
ル
プ
ス
、

八
ヶ
岳
連
峰
、
富
士
山
、
中
央

ア
ル
プ
ス
、
立
山
連
峰
、
北
ア

ル
プ
ス
が
望
ま
れ
る
。
夜
明
け

か
ら
夕
刻
ま
で
を
記
録
し
た
。

「
美

ヶ
原
高
原
」
山
上
は
、

「
美

ヶ
原
牧
場
」
と
呼
ば
れ
る

牛

の
放
牧
地
と
な

っ
て
い
る
。

短
距
離
か
ら
遠
距
離
ま
で
の
ト

レ
ツ
キ
ン
グ
が
で
き
る
コ
ー
ス

も
整
備
さ
れ
て
い
る
。

朝
の
雲
海

ま
さ
に
そ
れ
は
海
の
波
で
あ
る
。
激
し
く
、

寄
せ
て
は
返
す
波
濤
に
も
似
て
、
や
が
て
大

き
な
広
が
り
に
な
っ
て
点
在
す
る
峰
々
の
彼

方
へ
消
え
て
い
く
。
そ
し
て
日
が
昇
り

一
瞬

の
静
け
さ
の
中
で
、
神
々
し
く
羊
群
に
返
っ

て
い
く
。

旬の秋田が高輪に。
Dining&Shopping

‐ た恙a秒
館

京急本線品川駅 」R品川駅 高輪口 徒歩3分

東京都港区高輪4丁目10-8
ウィング高輪WEST―Ⅲl階

TEL 03-5447‐ 1010 http://www.akita― bisalkan.,pノ
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北アルプス

新潟・富山・長野・岐阜県と、本
州の中央部を南北に走る飛騨山脈
の別称。中央アルプス、南アルプ
スとともに、日本アルプスを構成
する。

:輩 筆

`:  

識 |

グランドパレス川端 ブ姦魏掌2発ス『フォレスト』

山 の 手 ホ テ ル 霧千の力|『顕 彰 庵』

フオー シーズ ン 務千の川『沙  羅』

中央アルプス

長野県中央部から岐阜・愛知県まで延びる

木曽山脈の別称c駒ケ岳 (2,956m)や宝

剣岳 (2931m)空木岳 (2,864m)な ど、

高山が連なる。

王ヶ頭 (ぉ ぅがとう)

「美ヶ原高原」の最高峰で 2034m。

付近には2,000m級の山が広がり
この一帯を「美ヶ原高原」と呼ぶ。

八
ヶ
岳
連
峰

長
野
県
東
部
か
ら
山
梨
県
北
部
に
至
る
大
大
山
群
。

北
八
ヶ
岳
、
南
八
ヶ
岳
に
別
れ
、
南
八
ヶ
岳
は
岩
峰
荒
々
し

く
、
北
八
ヶ
岳
は
針
葉
樹
林
の
穏
や
か
な
山
容
。
最
高
峰
は

赤
岳

（二
、八
九
九
ｍ
）
。

お客様の健康・安心・安全な

食生活パートナー

黎蜃心■ 株式会社タカヤナギ

―-25-―
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マ
グ

ロ
春
外
地

親
父
も
昔
は
　
津
軽
の
漁
師

倅
が
継

い
で
　
舵
さ
ば
き

ひ
と
り
娘
と
　
女
房
の
写
真

さ
ら
し
に
巻
き

つ
け
　
守
り
神

男
度
胸
の
　
真
剣
勝
負

鳥
賊
の
生
餌
だ
　
喰
ら
い
つ
け

癸Fのひろ〃
゛

作
詞
　
里
　̈
皮
　
羽
　
生

首都圏大曲会

本
州
最
北
　
津
軽
の
海
に

マ
グ
ロ
が
通
る
　
道
が
あ
る

季
節
巡
れ
ば
　
潮
路
を
越
え
て

帰

っ
て
く
る
の
さ
　
海
峡

ヘ

飛
沫
け
ち
ら
し
　
魚
群
を
追
え
ば

命
知
ら
ず
の
血
が
燃
え
る

霙
だ
吹
雪
だ

荒
狂
れ
波
に

い
さ

ば

津
軽
の
漁
場

か
　
ぜ
　
　
　
な

寒
風
が
哭
く

雷
光
背
に
し
て
　
テ
グ
ス
を
引
け
ば

今
日
も
裸
の
　
丸
坊
主

明
日
に
賭
け
よ
う

懲
り
ぬ
奴
だ
よ

大
物
狙
い

番
外
地

本

め
き
て

朱
　
華

朱
華

（
し
ゅ
か
）
は
首
都
圏

大
曲
会
副
会
長
大
友
律
子
さ

ん
の
俳
号
。
國
學
院
大
學

の

俳
句
同
人
会
亜
州
馬
路
所
属
。

「春
め
き
て
」
六
句
は
同
会
句

集

「
亜
州
風
味
的
糖
果
金
Ｘ
」

か
ら
抜
粋
。

春
め
き
て
数
多
の
学
び
終
へ
に
け
り

旅
立
ち
に
添
ふ
句
短
く
微
笑
か
は
す

花
吹
雪
幼
子
駆
け
て
は
ら
は
ら
と

紅
白
の
桃
咲
き
競
ふ
正
門
に

ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
花
び
ら
舞
っ
て
さ
く
ら
坂

歌
も
な
き
微
笑
み
が
へ
し
春
の
朝

お
酒
を
注
ぐ
時
に
聞
こ
ん
で
鐵
「こ
ぼ
）

と
い
う
音
も
、
よ
り

一
鶴
お
酒
を
お
い

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
軽
快
な
口
当
た
り

と
爽
快
感
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

未
成
年
者
の
方
に
は
お
酒
を
お
販
売
し
ま
せ
ん
。

条
Ｉ
）

は
茫
購

大曲にF~F縁のある人みんなの会

首都麟大1曲会 会嵐募集中 :

年会資 :1家族千円 (会報代 。通結資なと)です。

〒102‐0061東京都千代露EXI九段北 1‐ 1‐ 7‐ 304
教育情報プロジェク ト気付

電話 03-5213-2028(代 表) FAX 03-5213-2029
oメ ール :info@e‐proSip.com
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二つ目三遊亭遊里さん

テレビキャスターで登場 !

大
仙
市
大
曲
出
身
の
三
遊
亭
遊

里

（ゆ
う
り
）
さ
ん

（写
真
右
）
。

昨
年
八
月
に
め
で
た
く
中
座
二
つ

目
の
落
語
家
に
昇
進
し
ま
し
た
。

遊
里
さ
ん
の
前
座
時
代
の
名
前
は

小
曲
↑
」
ま
が
り
）
。
ま
さ
し
く
わ

れ
ら
が
古
里
、
大
山
の
出
身
で
す
。

師
匠
は
名
人
三
遊
亭
小
遊
三
。

落
語
家
は
二
つ
目
に
精
進
し
て
か

ら
が
本
当
の
勝
負
と
、
師
匠
に
教

え
ら
れ
た
か
、
お
か
み
さ
ん
に
言

わ
れ
た
か
。
以
来
、
落
語
で
精
進

は
当
然
に
し
て
も
、
今
年
六
月
に

は
テ
レ
ビ
東
一只
７
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

午
後
の
人
気

・
長
寿
番
組
、
三
越

提
供
の

「Ｌ
４
Ｙ
Ｏ
Ｕ
」
で
、
「秘

密
公
開
―
寿
司
名
店
の
職
人
芸
」

に
出
演
ｃ
都
内
の

一
流
寿
司
店
を

訪
問
す
る
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
て

い
ま
し
た
。
落
語
で
も
、
最
近
は

舞
台
の
大
小
に
関
わ
り
な
く
、
生

涯
学
習
の
教
室
や
老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
、
各
地
に
出
没
し
て
は
大
活
躍

で
す
。

津
軽
三
味
線
で
精
進
す
る

畠
山
光
洋

さ
ん

京
成
船
橋
駅
前
で
家
族
ラ
イ
ブ

父
親
を
尺
人
の
家
元
に
持
ち
、

母
親
は
ご
存
知
千
葉
と
し
子
さ
ん

と
い
う
血
筋
に
生
ま
れ
た
畠
山
光

洋
さ
ん
。
本
名
は

一
洋
（）津
軽
三
味

線
の
佐
々
木
光
儀
流
家
元
に
通

っ

て
修
行
し
、
昨
年
晴
れ
て
光
洋
（み

つ
ひ
ろ
）
の
名
前
を
頂
き
ま
し
た
ｃ

そ
の
後
各
地
の
大
会
や
舞
台
で

活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
４
月
２
９

日
に
は
千
葉
県
の
京
成
船
橋
駅
前

で
家
族
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
発
表
の
回
数
は
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
腕
が
あ
が
る
」
と
い
う
の

は
母
親
の
千
葉
と
し
子
さ
ん
。
「最

近
、
も
の
凄
く
上
手
に
な

っ
た
」

と
、
熱
狂
的
な
光
洋
フ
ア
ン
を
自

認
す
る
中
年
の
女
性
。
家
族
ラ
イ

ブ
に
は
民
謡
愛
好
家
だ
け
で
な
く

大
勢
の
観
客
が
押
し
掛
け
、
大
成

功
で
し
た
。

津軽三味線を弾く畠山光洋さん

(京成船橋駅前で)

鎌
田
英

一
、千
葉
と
し
子
な
ど
豪
華
ゲ
ス
ト
出
演
！

毎
年
夏
、
恒
例
の

「夏
の
民
謡
ま
つ
り
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
も
鎌
田
英

一
さ
ん
他
お
馴
染
み
の
民
謡
歌
手
が
総
揃
い
。
夏
の
夜
の

ひ
と
と
き
を
、
民
謡
フ
ア
ン
の
皆
さ
ん
と
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
　
時
　
　
七
月
三
十
日

（水
）
午
後
六
時
～

〈ム
　
場
　
　
フ
ロ
ー
ラ
西
船

（Ｊ
Ｒ
西
船
橋
駅
南
口
２
分
）

入
場
料
　
　
エハ
千
円

（食
事

つ
き
、
飲
み
放
題
）

張り切ってま～す

大曲出身の

芸能人たち 一鰈

な

っ
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
総
合
Ｔ
Ｖ

の

「鶴
瓶
の

家

族

に

乾

杯
Ｉ
Ｌ
　
も
、

愛
情
豊
か
な
わ
が
ふ
る

さ
と
大
仙
市
を
よ
く
映

し
出
し
て
く
れ
た
。
秋

田
県
内

の
視
聴
率

は

２
８
・
５
パ
ー
セ
ン
ト

に
達
し
た
と

い
う
が
、

放
送
後
も
あ
ち
こ
ち
で

よ
く
話
題
に
な

っ
て
い
た
。

こ
う
い
う
話
題
で
大
仙
市
が
注
目
さ
れ
る

こ
と
は
嬉
し
い
▼
新
幹
線
ス
ー
パ
ー
こ
ま

ち
が
ゆ
っ
く
り
左
に
カ
ー
ブ
を
切
り
大
曲

駅
に
近
づ
く
と
、
右
手
に

『大
曲
厚
生
医

療
セ
ン
タ
ー
』
が
見
え
て
く
る
。
大
仙
市

の
モ
ッ
ト
ー
で
も
あ
る

「夢
を
乗
せ
未
来

に
羽
ば
た
く
元
気
な
ま
ち
」
を
象
徴
す
る

新
し
い
ま
ち
、
新
し
い
時
代
の
到
来
を
感

じ
る
。
市
広
報

「だ
い
せ
ん
日
和
」
か
ら
、

新
し
い
大
仙
市
の
意
気
ご
み
を
、
共
に
感

じ
て
み
よ
う
。
来
年
は
大
仙
市
が
誕
生
し

て
１０
年
の
節
日
と
な
る
。
▼
エ
ッ
セ
ー
は
、

大
仙
市
企
画
部
次
長
兼
総
合
政
策
課
長
の

相
馬
幸
則
さ
ん
、
大
曲
納
豆
汁
の
全
国
普

及
に
邁
進
す
る
辻
卓
也
さ
ん
に
ご
執
筆
頂

い
た
。
辻
さ
ん
は
メ
ル
マ
ガ

「
土
屋
館
通

信
」
を
主
宰
す
る
。
▼
今
年
「大
曲
の
花
火
」

は
、
呼
び
物
の

「創
造
花
火
」
が
、
開
始

以
来

の
５０
年
に
当
た
る
。
「
創
造
花
火
」

を
発
案
し
、
中
興
の
祖
と
言
わ
れ
る
佐
藤

勲
さ
ん
を
偲
び
つ
つ
楽
し
み
た
い
。
大
曲

花
火
倶
楽
部
顧
間
の
賢
木
新
悦
さ
ん
に
玉

稿
を
お
願
い
し
た
。
今
年
も
大
曲
に
、
陽

気
で
暑
い
夏
が
や
っ
て
く
る
。
　

（大
釜
）

首
都
圏
大
曲
会
　
会
報

『ふ
る
さ
と
大
曲
』編
集
ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！

首
都
圏
大
曲
会
は
会
報

『ふ
る
さ
と
大
山
』

の
編
集
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
中
で
す
。
記
事
取
材

や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
写
真
、
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に

興
味

。
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
ご
連
絡
は
左
記
ま
で
。
（担
当
　
大
釜
）

電
話
　
０
３

（５
２
１
３
）
２
０
２
８

『
”
ｘ
　
０
３

（５
２
１
３
）
２
０
２
９

９
メ
ー
ル

一
〓
き
Ｏ
ｏ
も
８
∽ピ
８
８

編 集
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秋田・十和田湖 0ノ 幡ヽ平回立公園

ここ乳頭温泉郷は、七湯の、素晴らしい良質の宿が

点在しています。中でも妙乃湯は、関西から見た東

の「金泉・銀泉」の二源泉を併せ持った誇れる宿で

す。また、こじんまりした秘湯の素朴さ、古きに新

しさのバランスを備えた趣のある宿として大変喜ば

れています。

秋田県仙北市田沢湖生保内字駒ケ岳 2-1
電話0187-46-2740
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